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１ 発行者情報 

（１） 発行者の名称 

ソフトバンクグループ株式会社 

（２） 発行者の所在地 

（３） 発行者の概要（発行者設立の準拠法並びに設立の目的、設立の根拠、法的地位及び設立年その他の事項） 

（４） 経理の概要 

※（２）～（４）については下記ご案内の手順で「有価証券報告書」をご参照ください。 

 

＜外国会社報告書・有価証券報告書等の開示書類を閲覧するホームページ＞ 

EDINET（Electronic Disclosure for Investors' NETwork） 

『金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム』 

ホームページアドレス： http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/ 

① トップページの画面左手［書類検索］をクリック 

② 書類簡易検索画面で「提出者／発行者／ファンド」に『ソフトバンクグループ』と入力、

「書類種別」で『有価証券報告書』にチェックして［検索］ボタンをクリック 

又は 

① トップページの画面左手［書類検索］をクリック 

② 表示された画面左手［検索］メニュー内の［書類詳細検索］をクリック 

③ 書類詳細検索画面で「提出者 EDINET コード」に『E02778』と入力、 「書類種別を指定す

る」で『有価証券報告書』にチェックして［検索］ボタンをクリック 

＜発行者その他これに準ずるものにより公表されているホームページ＞ 

ホームページアドレス： https://www.softbank.jp/corp/ 

 

 

外国証券情報 

ソフトバンクグループ 

米ドル建債券 5.125％  2027 年 9月 19 日満期 

http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/
https://www.softbank.jp/corp/
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２ 証券情報 

（１） 有価証券の名称 

ソフトバンクグループ 米ドル建債券 5.125％  2027 年 9月 19 日満期 

（２） 発行地及び上場・非上場の区分 

発行地： ユーロ市場 

上場市場： ベルリン証券取引所、フランクフルト証券取引所、他 

（３） 発行日 

2017 年 9月 12 日 

（４） 発行額 

20 億米ドル（2018 年 10 月 31 日現在） 

（５） 利率及び利払金の決定方法 

固定利率： 年率 5.125％（発行通貨ベース、税引前、ISMA-30/360） 

（６） 利払日 

年 2回（毎年 3月 19 日及び 9月 19 日 休業日に当たる場合は翌営業日） 

（７） 償還期限 

2027 年 9月 19 日 

（注）発行体は発行額の全部またはその一部を、いつでも発行体の任意で期限前償還す

ることができる権利を有します。その場合の償還価格は、期限前償還が2027 年6 月21 日

より前であれば額面価格の 101.00％もしくは米国債利回り+50bp で計算される価格のい

ずれか高い方、それ以降は額面価格 100.00％の価格となります。一部償還が実施される

場合、償還対象となる債券は証券取引所若しくは預託機関の規則に基づいて決定されま

す。 

（８） 償還金額及び償還金の決定方法 

償還期限前に償還または買入消却されない限り、額面金額で償還。 

（注）資本拘束条項が発動された場合、債券保有者は発行体に対し、全部または一部を

額面価格 100.00％の価格で買戻しを要求する権利を有します。買戻し時期については発

行体より周知されます。なお、90％以上の債券保有者が買戻しに応じた場合、発行体は

発行額の全部を額面価格 100.00％の価格で期限前償還することができます。 

（９） 受託会社又は預託機関 

受託会社： Bank of New York Mellon/London 

（１０） 担保又は保証に関する事項 

特になし 

（１１） 他の債務との弁済順位の関係 

上位無担保債 

（１２） 発行、支払及び償還に係る準拠法 

ニューヨーク州法 
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３ 「証券情報等の提供又は公表に関する内閣府令」第十五条第一項各号に掲げる場合への該当の有無 

＜重要な事実＞ 

証券情報等の提供又は公表に関する内閣府令第 15 条第 1 項に掲げる場合に該当するときはその旨

及びその内容：以下の通り該当があります。 

 

2018 年 11 月 20 日： 2018 年 11 月 20 日付で本債券の発行会社であるソフトバンクグルー

プ株式会社は、同社が発行した外貨建て無担保普通社債に係る信託

証書および社債要項に従い、2018 年 11 月 19 日をもって、本債券に

ついて、ソフトバンク株式会社による保証解除の効力が生じた旨を

発表いたしました。 

2018 年 11 月 12 日付でソフトバンクグループ株式会社の子会社ソフ

トバンク株式会社の株式上場が株式会社東京証券取引所に承認され

たことに伴い、当該発行会社の債務のうち、シニアローンおよび円

建て無担保普通社債に付されていたソフトバンク株式会社による保

証が解除されたことによるものです。 

詳細は、以下で公表されている発行会社ニュースリリースをご参照

ください。 

 

ニュースリリース https://group.softbank/corp/news/press/sb/2018/20181120_01/ 

https://group.softbank/corp/news/press/sb/2018/20181112_02/ 
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外国債券投資に関しての主なリスクについて 

※ 為替変動リスク 

本債券の円で換算した場合の元利金支払額は、外国為替相場の変動によりその影響を受けます。

これにより、円換算した償還価格または売却価格が投資元本を割り込むことがあります。 

※ 価格変動リスク 

本債券の途中売却価格は、金利動向の影響を受けて上下します。これにより期中の時価が投資

元本を大きく割り込むことがあり、償還前に売却する場合には損失を生じることがあります。 

※ 信用リスク 

本債券には発行者の信用状況の変化によるリスクがあります。信用状況の変化は発行者の経

営・財務状況の変化によって、あるいは、これに対する外部評価の変化によって生じます。こ

れにより、利払い、額面の償還が当初の約束どおり行われない可能性があり、当初の投資元本

に欠損が生じるおそれがあります。 

※ 流動性リスク 

本債券については、流通市場の状況によっては売却希望時に直ちに売却換金すること困難な場

合があります。万一途中売却される場合、発行者の信用力や市場環境などによって売却価格が

投資元本を下回ることがあります。 

※ カントリーリスク 

発行体の属する国の国情の変化（政治、経済、取引規制等）により、投資元本割れや途中売却

が出来なくなるおそれがあります。 

※ 元利金の支払いおよび中途換金に関するリスク 

発行体、支払代理人、預託機関、販売会社等に何らかの事由が生じることにより、元利金支払

の遅延、もしくは債券の途中売却に支障が生じる場合がございます。 

 

お取引にあたってのご注意事項について 

◎ 外国債券を募集・売出などにより、または当社との相対取引により購入する場合は、購入対

価のみお支払いいただきます。 

◎ 本債券のお取引に関しては、金融商品取引法第 37 条の 6 の適用はありません。従ってクーリ

ング・オフの対象になりません。 

 

エイチ・エス証券株式会社  金融商品取引業者 関東財務局(金商) 第 35 号  加入協会：日本証券業協会 

 

【本資料のご利用に当たってのご留意事項】 

(1) 本資料は、金融商品取引法に従って作成したものであり、当該外国証券に関する詳細かつ完全な情報が記載

されているものではありません。 

(2) 国内の金融商品取引所への上場が行われず、かつ国内において公募・売出しが行われていない外国証券につ

いては、我が国の金融商品取引法に基づく企業内容等の開示が行われていません。 

(3) 本資料は信頼できると考えられる資料等に基づき作成しておりますが、当該資料等に記載された内容の正確

性・完全性について保証するものではありません。 

(4) 当該外国証券への投資にはリスクがあり投資元本が保証されるものではありません。投資の最終決定に当た

っては、契約締結前交付書面をよくご確認の上、ご自身の責任で判断をお願いします。 

 



格付の定義に関する説明書

格付けに関する定義は、それぞれ以下のようになっております。
（出典：それぞれの格付け会社の2018年11月1日現在のホームページ）

■ ムーディーズ (Moody’s)

(1) 長期/短期債務格付

ムーディーズは、長期ならびに短期の金融債務に格付を付与する。長期格付は、発行体、もしくは当初の満
期が1年以上の債務に付与され、約定通りに支払が履行されない可能性と、デフォルト発生時に被ると予想
される金銭損失の双方を反映する。短期格付は、当初の満期が13ヶ月を超えない債務に付与され、約定通
りに支払が履行される可能性を反映する。

＜グローバル・スケール長期格付＞
Aaa： 信用力が最も高いと判断され、信用リスクが最低水準にある債務に対する格付。
Aa： 信用力が高いと判断され、信用リスクが極めて低い債務に対する格付。
A： 中級の上位と判断され、信用リスクが低い債務に対する格付。
Baa： 中級と判断され、信用リスクが中程度であるがゆえ、一定の投機的な要素を含みうる債務

に対する格付。
Ba： 投機的と判断され、相当の信用リスクがある債務に対する格付。
B： 投機的とみなされ、信用リスクが高いと判断される債務に対する格付。
Caa： 投機的で安全性が低いとみなされ、信用リスクが極めて高い債務に対する格付。
Ca： 非常に投機的であり、デフォルトに陥っているか、あるいはそれに近い状態にあるが、一定

の元利の回収が見込める債務に対する格付。
C： 最も格付が低く、通常、デフォルトに陥っており、元利の回収の見込みも極めて薄い債務に

対する格付。

注： ムーディーズはAaからCaaまでの格付に、1、2、3という数字付加記号を加えている。1は、債務が文字
格付のカテゴリーで上位に位置することを示し、2は中位、3は下位にあることを示す。また、”(hyb)”のイン

ディケーターは、銀行、保険会社、ファイナンス・カンパニー、証券会社が発行したハイブリッド証券の全ての
格付に付与される*。
注： デフォルト状態にある債務に付与される長期格付についての詳細は、本稿の「その他の定義」中の｢デ
フォルトもしくはインペアメント状態の証券の長期信用格付｣の定義を参照のこと。

*ハイブリッド証券には、予定された配当、利息、または元本の支払停止を容認する条項が付帯されている。
したがって、そのような支払停止が発生した場合、経済的損害(インペアメント)が発生する可能性がある。

また、ハイブリッド証券は契約上、元本を減額することも可能であり、これによってインペアメントが発生する
可能性もある。ハイブリッド証券に対する長期債務格付と付加記号は、このような証券に付随する相対的な
信用リスクを示す指標である。



(2) 発行体格付

発行体格付は、シニア無担保債務及びそれに準ずるものを履行する能力に関する意見である。従って発行
体格付は、発行体の全てのシニア無担保金融債務及び契約に関する保証等の明示的なサポート及び/又
は複合デフォルト分析の対象となる発行体（銀行ならびに政府関係発行体）に対する黙示的なサポートなど
、現存する、あるいは将来発行される全てのシニア無担保金融債務及び契約に適用されることが期待され
る、あらゆる外部サポートを織り込んでいる。発行体格付は、保証等、特定の（しかし全てではない）シニア
無担保金融債務や契約のみにしか適用されない保証等のサポートに関する取り決めは織り込んでいない。

発行体格付は、債務及び債務に準ずる請求に対して適時に支払がなされないリスクを反映しているが、契
約又はその他の債務ではない義務が商業上の紛争の対象となるリスクは反映していない。さらに、発行体
は、民間投資家及び公共セクター機関の両方が保有するシニア無担保債務を保有することがあるが、発行
体格付は民間投資家がさらされているリスクのみを反映している。

■ スタンダード＆プアーズ（S&P）

(1) 個別債務格付け

スタンダード＆プアーズの個別債務格付けは、個々の金融債務、特定の種類の金融債務、または個々の金
融プログラムについての、債務者の信用力に関するフォワードルッキングな意見を示すものである。ミディア
ム・ターム・ノート・プログラムに対する格付けとコマーシャルペーパー・プログラムに対する格付けは、個別
債務格付けの一種である。個別債務格付けには、保証や保険、その他の信用補完の提供者の信用力、お
よびその債務がどの通貨建てかという点も考慮されている。この意見は金融債務を期日通りに履行する債
務者の能力と意思を評価するものであるとともに、担保や劣後性など、債務不履行に陥った場合の最終的
な支払いに影響しうる条件を評価する場合もある。

個別債務格付けには長期と短期がある。短期格付けは通常、該当する市場で短期とみなされる債務に付
与される。例えば、米国では、コマーシャルペーパーをはじめ、当初償還期間が1年以内の債務が短期とみ

なされる。短期格付けは、長期債務に付されたプット・オプションに関する債務者の信用力を表すためにも
使われる。ミディアム・ターム・ノートには、長期格付けが付与される。

＜長期個別債務格付け＞
AAA： 当該金融債務を履行する債務者の能力は極めて高い。スタンダード＆プアーズの最上位の

個別債務格付け。
AA： 当該金融債務を履行する債務者の能力は非常に高く、最上位の格付け（「AAA」）との差は

小さい。
A： 当該金融債務を履行する債務者の能力は高いが、上位2つの格付けに比べ、事業環境や

経済状況の悪化の影響をやや受けやすい。
BBB： 当該金融債務履行のための財務内容は適切であるが、事業環境や経済状況の悪化によっ

て当該債務を履行する能力が低下する可能性がより高い。

※「BB」、「B」、「CCC」、「CC」、「C」に格付けされた債務は投機的要素が大きいとみなされる。この中で「
BB」は投機的要素が最も小さく、「C」は投機的要素が最も大きいことを示す。これらの債務は、ある程度の

質と債権者保護の要素を備えている場合もあるが、その効果は、不確実性の高さや事業環境悪化に対す
る脆弱さに打ち消されてしまう可能性がある。



BB： 他の「投機的」格付けに比べて当該債務が不履行になる蓋然性は低いが、債務者は高い
不確実性や、事業環境、金融情勢、または経済状況の悪化に対する脆弱性を有しており、
状況によっては当該金融債務を履行する能力が不十分となる可能性がある。

B： 債務者は現時点では当該金融債務を履行する能力を有しているが、当該債務が不履行に
なる蓋然性は「BB」に格付けされた債務よりも高い。事業環境、金融情勢、または経済状況
が悪化した場合には、当該債務を履行する能力や意思が損なわれやすい。

CCC： 当該債務が不履行になる蓋然性は現時点で高く、債務の履行は良好な事業環境、金融情
勢、および経済状況に依存している。事業環境、金融情勢、または経済状況が悪化した場
合に、債務者が当該債務を履行する能力を失う可能性が高い。

CC： 当該債務が不履行になる蓋然性は現時点で非常に高い。不履行はまだ発生していないも
のの、不履行となるまでの期間にかかわりなく、スタンダード＆プアーズが不履行は事実上
確実と予想する場合に「CC」の格付けが用いられる。

C： 当該債務は不履行になる蓋然性が現時点で非常に高いうえに、より高い格付けの債務に
比べて優先順位が低い、または最終的な回収見通しが低いと予想される。

D： 当該債務の支払いが行われていないか、スタンダード＆プアーズが想定した約束に違反が
あることを示す。ハイブリッド資本証券以外の債務については、その支払いが期日通り行わ
れない場合、猶予期間の定めがなければ5営業日以内に、猶予期間の定めがあれば猶予
期間内か30暦日以内のいずれか早いほうに支払いが行われるとスタンダード＆プアーズ
が判断する場合を除いて、「D」が用いられる。また、倒産申請あるいはそれに類似した手続
きが取られ、例えば自動的停止によって債務不履行が事実上確実である場合にも用いられ
る。経営難に伴う債務交換（ディストレスト・エクスチェンジ）が実施された場合も、当該債務
の格付けは「D」に引き下げられる。

NR： 格付けの依頼がない、格付けを確定するには情報が不十分である、またはスタンダード＆
プアーズが方針として当該債務に格付けを付与していないことを表す。

*「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付されることがあり、それぞれ、各
格付けカテゴリーの中での相対的な強さを表す。

(2) 発行体格付け

スタンダード＆プアーズの発行体格付けは、債務者の総合的な信用力についてのフォワードルッキングな
意見を示すものである。発行体格付けは、金融債務を期日通りに履行する債務者の能力と意思とに焦点を
当てたものである。発行体格付けは、債務の種類や条件、倒産や清算の際の順位付け、法律上の優先的
な地位、合法性や強制力は勘案しておらず、個々の金融債務に対するものではない。

＜長期発行体格付け*＞
AAA： 債務者がその金融債務を履行する能力は極めて高い。スタンダード＆プアーズの最上位の

発行体格付け。
AA： 債務者がその金融債務を履行する能力は非常に高く、最上位の格付け（「AAA」）との差は

小さい。
A： 債務者がその金融債務を履行する能力は高いが、上位2つの格付けに比べ、事業環境や

経済状況の悪化の影響をやや受けやすい。

BBB： 債務者がその金融債務を履行する能力は適切であるが、事業環境や経済状況の悪化に
よって債務履行能力が低下する可能性がより高い。



※「BB」、「B」、「CCC」、「CC」に格付けされた債務者は投機的要素が大きいとみなされる。この中で「BB」
は投機的要素が最も小さく、「CC」は投機的要素が最も大きいことを示す。これらの債務者は、ある程度の

質と債権者保護の要素を備えている場合もあるが、その効果は、不確実性の高さや事業環境悪化に対す
る脆弱さに打ち消されてしまう可能性がある。

BB： 債務者は短期的にはより低い格付けの債務者ほど脆弱ではないが、高い不確実性や、事
業環境、金融情勢、または経済状況の悪化に対する脆弱性を有しており、状況によっては
その金融債務を期日通りに履行する能力が不十分となる可能性がある。

B： 債務者は現時点ではその金融債務を履行する能力を有しているが、「BB」に格付けされた
債務者よりも脆弱である。事業環境、金融情勢、または経済状況が悪化した場合には、債
務を履行する能力や意思が損なわれやすい。

CCC： 債務者は現時点で脆弱であり、その金融債務の履行は、良好な事業環境、金融情勢、およ
び経済状況に依存している。

CC： 債務者は現時点で非常に脆弱である。不履行はまだ発生していないものの、不履行となる
までの期間にかかわりなく、スタンダード＆プアーズが不履行は事実上確実と予想する場
合に「CC」の格付けが用いられる。

R： 財務上の問題が理由で規制当局の監督下に置かれている債務者に付与される。規制当局
の監督下にある間は、当局が特定の種類の債務について他の債務より支払いを優先させ
たり、ある債務を履行させて他の債務を履行させない権限を持つことがある。

SD、D： 債務者の金融債務の少なくとも一部（格付けの有無を問わない。規制上の自己資本に分類
される、あるいは契約条件に認められた形で不払いが生じているハイブリッド証券を除く）が
履行されていないことを示す。債務者は、当該債務の支払いが、猶予期間の定めがなけれ
ば期日から5営業日以内に、猶予期間の定めがあれば猶予期間内か30暦日以内のいずれ
か早いほうに行われるとスタンダード＆プアーズが判断する場合を除いて、債務不履行とみ
なされる。「D」は、債務者が全面的に債務不履行に陥り、全て、または実質的に全ての債
務の支払いを期日通り行わないとスタンダード＆プアーズが判断する場合に付与される。
「SD（Selective Default：選択的債務不履行）」は、債務者がある特定の債務または特定の
種類の債務を選択して不履行としたものの、その他の債務については期日通りに支払いを
継続するとスタンダード＆プアーズが判断する場合に付与される。債務者が経営難に伴う
債務交換（ディストレスト・エクスチェンジ）を実施した場合も、債務者の格付けは「D」あるい
は「SD」に引き下げられる。

NR： 当該発行体が格付けされていないことを示す。

*「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付されることがあり、それぞれ、各
格付けカテゴリーの中での相対的な強さを表す。



 

 

本資料は、情報提供および検討資料としてのみ提供されるものであり、その全部について新たな資料により修正、更新または差換えが行われることがありま

す。本資料に記載されている情報は、信頼すべき情報源から入手したものでありますが、その正確性または完全性についていかなる表明を行うものではあ

りません。よって、本情報を使用することにより生ずる、直接的または間接的ないかなる種類の損失に対しても当社は責任を負いかねます。この情報の正確

さまたは当社の見解の有効性に依拠される方は、投資に関する最終決定はお客様ご自身でなさるようにお願い申し上げます。 

商号等 エイチ・エス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 35 号  

加入協会 日本証券業協会 

 

無登録格付に関する説明書 
（ムーディーズ・インベスターズ・サービス・インク） 

 

格付会社に対しては、市場の公正性・透明性の確保の観点から、金融商品取引法に基づく信用格付業者の登録制

が導入されております。 

これに伴い、金融商品取引業者等は、無登録格付業者が付与した格付を利用して勧誘を行う場合には、金融商品

取引法により、無登録格付である旨及び登録の意義等を顧客に告げなければならないこととされております。 

 

○登録の意義について 

登録を受けた信用格付業者は、①誠実義務、②利益相反防止・格付プロセスの公正性確保等の業務管理体制の

整備義務、③格付対象の証券を保有している場合の格付付与の禁止、④格付方針等の作成及び公表・説明書類の

公衆縦覧等の情報開示義務等の規制を受けるとともに、報告徴求・立入検査、業務改善命令等の金融庁の監督を

受けることとなりますが、無登録格付業者は、これらの規制・監督を受けておりません。 

 

○格付会社グループの呼称等について 

格付会社グループの呼称：ムーディーズ・インベスターズ・サービス・インク 

グループ内の信用格付業者の名称及び登録番号：ムーディーズ・ジャパン株式会社（金融庁長官（格付）第２号） 

 

○信用格付を付与するために用いる方針及び方法の概要に関する情報の入手方法について 
 

ム ー デ ィ ー ズ ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 の ホ ー ム ペ ー ジ （ ム ー デ ィ ー ズ 日 本 語 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.moodys.com/pages/default_ja.aspx）の「信用格付事業」をクリックした後に表示されるページ）

にある「無登録業者の格付の利用」欄の「無登録格付説明関連」に掲載されております。 

 

○信用格付の前提、意義及び限界について 

ムーディーズ・インベスターズ・サービス・インク（以下、「ムーディーズ」という。）の信用格付は、事業体、

与信契約、債務又は債務類似証券の将来の相対的信用リスクについての、現時点の意見です。ムーディーズは、

信用リスクを、事業体が契約上・財務上の義務を期日に履行できないリスク及びデフォルト事由が発生した場合

に見込まれるあらゆる種類の財産的損失と定義しています。信用格付は、流動性リスク、市場リスク、価格変動

性及びその他のリスクについて言及するものではありません。また、信用格付は、投資又は財務に関する助言を

構成するものではなく、特定の証券の購入、売却、又は保有を推奨するものではありません。ムーディーズは、

いかなる形式又は方法によっても、これらの格付若しくはその他の意見又は情報の正確性、適時性、完全性、商

品性及び特定の目的への適合性について、明示的、黙示的を問わず、いかなる保証も行っていません。 

ムーディーズは、信用格付に関する信用評価を、発行体から取得した情報、公表情報を基礎として行っており

ます。ムーディーズは、これらの情報が十分な品質を有し、またその情報源がムーディーズにとって信頼できる

と考えられるものであることを確保するため、全ての必要な措置を講じています。しかし、ムーディーズは監査

を行う者ではなく、格付の過程で受領した情報の正確性及び有効性について常に独自の検証を行うことはできま

せん。 

この情報は、平成 29 年 4 月 3 日に信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完

全性を当社が保証するものではありません。詳しくは上記ムーディーズ・ジャパン株式会社のホームページをご

覧ください。 

以  上 



 

 

本資料は、情報提供および検討資料としてのみ提供されるものであり、その全部について新たな資料により修正、更新または差換えが行われることがありま

す。本資料に記載されている情報は、信頼すべき情報源から入手したものでありますが、その正確性または完全性についていかなる表明を行うものではあ

りません。よって、本情報を使用することにより生ずる、直接的または間接的ないかなる種類の損失に対しても当社は責任を負いかねます。この情報の正確

さまたは当社の見解の有効性に依拠される方は、投資に関する最終決定はお客様ご自身でなさるようにお願い申し上げます。 

商号等 エイチ・エス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 35 号  

加入協会 日本証券業協会 

 

無登録格付に関する説明書 
（S&P グローバル・レーティング） 

 

格付会社に対しては、市場の公正性・透明性の確保の観点から、金融商品取引法に基づく信用格付業者の登

録制が導入されております。 

これに伴い、金融商品取引業者等は、無登録格付業者が付与した格付を利用して勧誘を行う場合には、金融

商品取引法により、無登録格付である旨及び登録の意義等を顧客に告げなければならないこととされておりま

す。 

 

○登録の意義について 

登録を受けた信用格付業者は、①誠実義務、②利益相反防止・格付プロセスの公正性確保等の業務管理体制の

整備義務、③格付対象の証券を保有している場合の格付付与の禁止、④格付方針等の作成及び公表・説明書類の

公衆縦覧等の情報開示義務等の規制を受けるとともに、報告徴求・立入検査、業務改善命令等の金融庁の監督を

受けることとなりますが、無登録格付業者は、これらの規制・監督を受けておりません。 

 

○格付会社グループの呼称等について 

格付会社グループの呼称：S&P グローバル・レーティング 

グループ内の信用格付業者の名称及び登録番号：S&P グローバル・レーティング・ジャパン株式会社（金融

庁長官（格付）第５号） 

 

○信用格付を付与するために用いる方針及び方法の概要に関する情報の入手方法について 

S&P グローバル・レーティング・ジャパン株式会社のホームページ（http://www.standardandpoors.co.jp）

の「ライブラリ・規制関連」の「無登録格付け情報」（http://www.standardandpoors.co.jp/unregistered）

に掲載されております。 

 

○信用格付の前提、意義及び限界について 

S&P グローバル・レーティングの信用格付は、発行体または特定の債務の将来の信用力に関する現時点に

おける意見であり、発行体または特定の債務が債務不履行に陥る確率を示した指標ではなく、信用力を保証

するものでもありません。また、信用格付は、証券の購入、売却または保有を推奨するものでなく、債務の

市場流動性や流通市場での価格を示すものでもありません。 

信用格付は、業績や外部環境の変化、裏付け資産のパフォーマンスやカウンターパーティの信用力変化な

ど、さまざまな要因により変動する可能性があります。 

S&P グローバル・レーティングは、信頼しうると判断した情報源から提供された情報を利用して格付分析

を行っており、格付意見に達することができるだけの十分な品質および量の情報が備わっていると考えられ

る場合にのみ信用格付を付与します。しかしながら、S&P グローバル・レーティングは、発行体やその他の

第三者から提供された情報について、監査・デュー・デリジュエンスまたは独自の検証を行っておらず、ま

た、格付付与に利用した情報や、かかる情報の利用により得られた結果の正確性、完全性、適時性を保証す

るものではありません。さらに、信用格付によっては、利用可能なヒストリカルデータが限定的であること

に起因する潜在的なリスクが存在する場合もあることに留意する必要があります。 

 この情報は、平成 29年 4 月 3日に信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・

完全性を当社が保証するものではありません。詳しくは上記 S&P グローバル・レーティング・ジャパン株式

会社のホームページをご覧ください。 

以  上 









 

当社に対するご意見・苦情等に関するご連絡窓口 

当社に対するご意見・苦情等に関しては、以下の窓口で承っております。 

住 所：〒163-6027 東京都新宿区西新宿 6-8-1 住友不動産新宿オークタワー27 階 

電 話 番 号：03-4560-0233（コンプライアンス統括部） 

受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 8 時 20 分～17 時 20 分 

 

 

 

金融 ADR 制度のご案内 

金融 ADR 制度とは、お客様と金融機関との紛争・トラブルについて、裁判手続き以外の方法で簡易・迅速な解

決を目指す制度です。 

金融商品取引業等業務に関する苦情および紛争・トラブルの解決措置として、金融商品取引法上の指定 

紛争解決機関である「特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター（FINMAC）」を利用するこ

とができます。 

住 所：〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号 第二証券会館 

電話番号：0120-64-5005 

（FINMAC は公的な第三者機関であり、当社の関連法人ではありません。） 

受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） ９時００分～１７時００分 

 

 

以上 
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